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〈小学校国語部会〉

研究 主題

「確かな言語能力を培 うための指導と評価の工夫」

一少人数学習集団による 「読むことjの 指導を通して一

研究の概要

言語環境の急激な変化に伴い、様々な学習場面で児童の 「読む こと」についての課題が指摘されてい

る。平成14年 度に東京都教育委員会が実施 した基礎的 ・基本的な内容の定着に関す る小学校4年 生の

国語の調査結果でも、内容理解の項 目の 「文章を正しく読む ことができる」が638%と 昨年度の調査に

比べて低下 している。

「読むこと」の基礎 ・基本の定着を図るためには、課題をもって読み深めた り、読書に意欲的に取 り

組んだ りす るような自己学習力の育成が重要 となる。そのために、集団 としての学び合いを生か しなが

ら、より個に応 じた学習を支援する必要ボある。 ここに複数の教師による少人数学習集団の指導を行 う

意義がある。

そ こで、小学校国語部会では、「読むこと」の学習過程のどの段階で少人数学習集団を編成することが

よ り効果的な学習にっながるかを明確にするとともに、評価方法の工夫 ・改善を行い、個々の学習状況

に即 したきめ細かな指導の在 り方を実証的に追究 した。

皿 研 究 の 内容

1少 人数学習集団を生かした 「読むこと」の指導の基本的な考え方

「読む こと」を通 して、言葉 と豊かに出会い、読む楽 しさを感 じ、幅広く読書をする態度を育てる

ことが大切である。こうした中で読書を通 して考えを広げた り深めた りす る児童を育てることが国語

科の課題 と考える。

そのためには、学級の中で、自ら読み深めたことを相互に生か し高め合 うことができる学習集団を

編成することが重要である。学習状況に応 じた少人数学習集団を弾力的に編成することによって、そ

の特性 を生かし、きめ細かい 「読むこと」の指導が可能になると考え、次の視点で研究を進めた。

難 騰籔麟難i鞍織
〈個に応じた指導改善の視点として〉

【少人数学習集団の特性を生かした指導の展開1【 学級】

【学級1

少人数指導の必然性

個叔の学習状況を

とらえる

懸 欝 耀豊臨

⇒
自分に合った
学習進度を
選ぷ

目的をも って読

み深める

'
読むi=と の関心 ・意欲

・態度がより高まうた

学習集団(学 級)-Lへ

より活発な読書活動

の展開
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2年 間指導計画に基づ く単元の評価規準の設定 と 「読むこと」の指導

まず、「読むこと」の力をはぐくむ 目標 と評価規準の設定が必要 となる。その上で、学習状況 に

応 じて、年間指導計画に修正を加 えなが ら、繰 り返 し適切な指導をすることが重要である。

このことによって、少人数指導の必然性をとらえ、段階的に 「読む こと」の定着を図 りたい と

考える。

r読むこと」の系統的な指導と少人数学習集団を位置付けた年間指導計画の作成

<=レ 代
、

年間指導計画に基づく単元の評価規準の設定 学習 活動

O評 価規準の設定に当たっては、2学 年のまとまりで示されたr読 むこと」の指導事項を に即 した

踏まえて目標設定し、目標を実現するための言語活動を評価する評価規準を殻定する.具 体 的 な
評 価 規 準

__の 設 定一 … …'''"1

ノ

iの鯉 藩 鐙 墾 繕 講 集団での学習を単元㈱ 過程1…(敷

[導入の工夫]学 習目標の設定:終 末の言語活動と結び付けた目標の設定

O学 習状況に応 じた個々の読むカの育成課題を明確に し、指導の類型化を図る。

読むことの

段階的な変

容をとらえ

る評価規準

の設走

【少人数指導の応然性】自己学習力を高める 〔◆少人数学習集団の数は学習状況と指導者数による)

一 自らの学習状況の振 り返りと教師の支援によつて編成する。

○学習進度に応 じた編成(事 例1)0学 習課題を選択する編成(事 例2)

o 几 身
学習集団A

▼
学習集団B 学習集団C

…

i少 人数学習集団の特性をとらえた学習指導の手立ての工夫 【学習の手引き等の工夫】
111工

抄 緻 学習細 の学囎 いを生かす 【交流】【個磁 みへ破 援】
3.

コ 」 」 し

;自 己評価 ・櫨 諦 を行・＼ 「諦 こと」一の開心・鰍 儲 をとらえる
1

1

1

1

「 』 冒1

ξ撚 群 習細 磯 むことの期 状況を把握する1変 容の鯛
11

「

【実現状況の評価】

(イ)

読み深める

意欲の高ま

りをとらえ

る評価規準

の設定

(ウ)

言語につい

ての知識 ・

理解 ・披能

をとらえる

評価規準

の齪

慧
読むカの育

成に向けた

指導と評価

の一体化

'

O単 元の指導過程に沿って、段階的に 『学習活動に即 した具体的な評価規準』を設定する。

(ア)読 むことの段階的な変容をとらえる評価規準を設定する。

(イ)読 み深める意欲の高まりをとらえる評価規準を設定す る。

(ウ)言 語 についての知識 ・理解 ・技能をとらえる評価規準を設定する。

0育 てたい読む力の実現状況を適時 とらえなが ら、読みの実線に即 した指導を行 う。
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3少 人鼓指導の必然性をとらえた 「読むこと」の指導

{1)少 人数指導の必然性

児童の 「このグループで学びたい」 とい う意識を生かす適切な助言をすることが重要である。
・・-e-'-wwア"""T""P'Pb■ 一剛 ¶闇 一 一"『'一 一 刷"幽一 「一

醤灘 奮撫 撫 充実⇔ 欝 識 団や(翻 鍮 学習集団の選択
!

② 読みへの高まりをとらえた少人数学習集団の編成

学習進度に応じた少人数学習集団の編成

【事例1】 説明的文章:「 動物 と人間とのかかわ りをパ ンフレットにまとめよう」(第3学 年)
♂

学習進度の差異をとらえ、同 じような学習状況をもつ少人数学習集団を編成 し、個に応 じた きめ緬

かい指導を行 うことによって 「読むこと」の力を高める

O学 習の進み具合に個人差が認められ る揚猷 等質の少人数学習集団での学習の必然性 が生まれ る。

○ 編成 した学習集団の特性を生かし、読むことの意欲を高める。

O自 己評価や相互評価を生か し、自らの変容 をとらえるe

O全 体に戻って学習の成果を交流することによって、学級の学習集団としての力が育成 され る。

〈学習集団の特性をとらえた指導の工夫>

O読 み深 めるための重要語句や文をとらえる工夫を し、児童の実態に即 した補充的な指導を行 う。

○ 読みの実態に応 じ、発展的な課題に挑戦す る指導を行 う。

○ 少人数学習集団内における学習内容の交流 と児童相互の高め合いを重視する。

読み深める学習課題を選択する少人数学習集団の編成

【事例2】 文学的文章:「 私の課題で語 り合お う 一海の命 一」(第6学 年)

学習課題を選択 し、同 じよ うな課題をもつ少人数学習集団を縞成 し、読み深め合うことによって、

「読むこと」の力を高める

○ 初発の感想から共通課題 を設定する。

O互 いの考え方のよさや違いに気付き、高め合 うことができるように指導の工夫をす る。

○ 全体に戻って学習の成果を交流することによって、学級 の学習集団 としての力を育成する。

〈学習集団の特性をとらえた指導の工夫 〉

○ 共通課題を生か し、個々の読み深める学習課題を設定する。

O個 別の支援計画を立て、指導助言を行 う。

㈲ 少人数学習集団内での相互交流

O目 的意識の共有化を図 り、自ら読み深める学習力を育てる。

○ 相互にかかわ り合い高め合 う言語活動を支援する。

O少 人数学習集団での発表や意見交流等の中で学習の成果を確認 し合 う。

○ 自己評価 ・相互評価を活用 し、変容を確認 し合い次時への学習課題をとらえる。
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N指 導 事例

【事例1】1単 元名r動 物と人間のかかわ り」をパンフレットにまとめよう(第3学 年)

2単 元の目標 人間を元気にする動物の力をパンフレットにまとめることを通して、動物と人聞のかかわりを読

むことができる。

3単 元の評価規準

開 郎 ・意欲 ・態度 読 む 能 力 言語について㈱ ・理解 ・拉能

パンフレット作りを通L動 物と人間との

かかわりに興味をもち、動物に関する本

を進んで読もうとしている。

人間を元気にする動物の力をパンフレットに

まとめるために、動物と人間との具体的なかか

わりある語句や文をとらえながら読んでいる。

文や段落の関係を示す手瀞かりとし

ての指示語や接続語の役割を理解し

ている。

4単 元の指導計画 ・評価計画(9時 間扱い)

時

1

2

3

4

5

6

7

少

人

数

学

習

8

9

主 な 学 習 活 動

「動物 と人 間のかかわ り」 を読み取 り、パンフ レッ トにま とめよ うとい う目当てをもっ』

1WWす るpm)nbl"V7レ ット1こまとめre伝えよヨ

1・2段 蒋を読み、昔からの動物と人間のかかわりをっかむ,

人間を元気にする力をもつ動物たちの例①

(ハムスターとおじいさんのかかわり)を 読み取り、パンフレットにまとめる。

人間を元気にする力をもつ動物たちの例②

(犬とボールをつかって遊ぶこと)を 読み取り、パンフレットにまとめる。

さらに深く読み取るために少人敬学習集団を選択する。

どんどんグループ

・人間の・心忙よい作用を与

える動物とのふれあいの

例を読み取り、パンフレ

ットにまとめる。

・まとめたことを交流する

発展的課題

パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
構
成
を
充
実
さ
せ
る
。

次
の
段
落
以
降
の
筆
看
の
考
え

を
ま
と
め
る
「

「た
と
え
ば
」
を
使
っ
て
事
例
を

付
け
加
え
、
内
容
を
充
実
さ
せ
至

すくすくグループ

・手がか切になる重要語

句や文を確認する。

・人聞の心によい作用を

あたえる動物との触

れ合いの例を読み取

り、パンフレットに

まとめる。

・友達のパンフレット

を読み合って交流す

る。

・「たとえば」を使って

事例を付け加え、内容

を充実させる。

ぐんぐんグループ

・音読し、内容を確認する。

・手炉かりになる重要語句

に線を引き、発表する。

・人間の心によい作用をあ

たえる動鞠との触れ合

いをビンゴゲ」ム形

式のパンフレットにま

とめる.

・できたパンフレットを読

み合う。

学劉 こ即した負体的㈱

(脚 学習の目当てをもって読もう

としO・ る。

〔説 問題提起文をとらえている。

(知)文や段落の関係を示す手がか

りとしての指示語や接続語をと

らえている。

(胸 人間を元気にする動物のカを

読み取るために学習集団を選択

し、学習の見通しをもとうとし

ている。

信葡 人間の削こよい作用をあたえ

る動物とのふれあいの例を2っ

とらえ、パンフレットにまとめ

ている。

(知}いろいろなまとめ方があるこ

とに気付いている。

(関〕選択した学習集団で友達と交

流しながら、人間の'酎こよい作

用をあたえる動物との触れ合い

を読み取ろうとしている。

どのグループも

「学習の手引き」や

rヒン トカー ド」を使

い、学習を進める。

・筆者の考えを説み取り、感想を書く。

・作 ったパ ンフ レッ トをもとに
、友達 に 「動物 と人 間のかか わり」 を伝 える.

㈱ 筆者の考えをとらえ、認 こまとめ

ている。

㎝ 友達のパンフレヅ トのよいところを

見付けようとしでいる。

一14一



5本 時の学習指導(6時 間目)

(1)本 時のね らい 相互に交流 しながら、人間の心によい作用を与 える動物とのふれあいを読み取 り、

パンフレッ トにまとめることができる。

(2)本 時の学習 と評価''"…'"開"

ぐん ぐんグループ

主な学習活動

1既 習部分を音読し、本時の目当てを

碓かめる。

何が人聞の心地よい気もちをもた

せるかを読み取 り、パンフレッ ト

にまとめよう。

25・6段 落を音読する。

3手 がかりとなる重要な語句や文を

さがL、 サイ ドラインを引く。

4サ イ ドラインを引いたところをも

とに、二人組みで話 し合いながら、重

要な語句を確認する.

・犬が部屋に入ると…

・犬をなでると…

・犬の頭をなでてやれば…

・犬の体にさわれば…

5ビ ンゴシー トに、人間の心によい作

用をあたえるかかわり壱まとめる。

6パ ンフレットを読み返し、学習の振

り返りをする.

O指 導事項

自
分
で

「学
習

の
進
め
方
手
引

き
」
を
見
な
が

ら
進
め
ら
れ
る

ね
。

0「 学習の手引き1を 参

考にして進めさせる.

O重 要語句のカー ドを使

いながらビンゴシー トに

まとめさせる。

、

<3つ の拝価の観点>

1(読)人 間の心によい作用をあた

えるかかわりを読み取り、重要語

句や文を書き出している。

2(知)他 の児童のまとめ方のよさ

を学び合っている。

3(関)読 み取ったこともとに意見

交流をしょうとしている。

大
事
な
語
句
を

見

つ
け
て
、

つ
な
げ

て
み
よ

う
。

〈ピンゴシー ト〉

O学 習の手引きを参考に

させる.

O振 り返 りカー ドに記入

させる。

動
物

ど
う
な
る

ど
う
な
る

動
物

人
聞
が

つ
な
る

動
物

動
物

ど
う
な
る

H ⊃

や 人
文 間
を を
見=

鍵
ま す
と る
め 力
よ が
う わoか
一 る

大
切
な
言

¢ 葉
一

灘 嶽鵠く動晦う嚇

既習部分を音読 し、本時の

目当てを確かめる。

2手 がか りとなる重要な籍

句や文をさ溺し、サイ ドライ

ンを引く。

確認 し話し合う。

パンフレットに、人間の心

によい作用をあたえるかか

わ りをまとめる。

人間を元郎にす るカをも

つ身近な事例をまとめる。

パン=フレッ トを読み合い

交流する。自己評価をする.

1灘 装黍1鉾

o指 導事項

動
物
と
く
ら
す

O「 見 つけ る」 ヒン ト

カ ー ドを 準備す る。

O「 ま とめ る」 ヒン ト

カー ドを準備 す る。

O学 習の手引きを参考

する。

塁 どんどんケ三嶋 ラ1灘騰 講鰯h翻 髄

主な学習活動 o指 導事項

15・6段 落 を音読す る.

2手 がかりとなる重要な語

句や文を探し、パンフレッ

トに ま とめ る。

3ま とめた パ ン フ レ ッ トに

ついて発表 し、よい点を見

つけ話 し合 う。 謙 騨 う
43つ の学習課題の中から

選択 し、学智を進める。 9一一
① 「たとえば」を使って事例を付け足す。

②筆者の考えをまとめる

③前書きや目次を作る。

「
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6児 童の爽容と指導の成果と課題

少人数学習集団の編成

轟れ凄悉迎学幾の振りi返動(音 蔑はすらすら歪煮なか。重要語句誉貨摘で青たか。自分の力でまとめ
られたか。学習時間が十分か。)と曙揖が昏あ少A数 学習集団ご之の学習方法薯手順羅津習の手引きΣ

、.鳶踏 盛集".灘 暴烹秘

少人数学習集団A 少人数学習集団B 少人数学習集団C

(ど んどんグループ) (す くすくグループ) (ぐんぐんグループ)

人間を元気にする動物の力を 人間を元気にする動物のカを 個別に教師の支援 を受けなが

読み取るための重要な語句を 読み取るための重要な語句を ら読み進める児童

とらえ、 さらに、発展的 な課 とらえ、時間 をか け、 ま とめ

学習集団の 題に挑戦する児童 る児童

特性
*振 り返 りカ ー ドに ◎ が 多 *じ っく り読 み深 めたい *先 生 と一緒に読 み進めた

い 。 *丁 寧に仕上げたい。 い 。

*発 展的課題に挑戦 したい。

・重要 語句を確認 し、パ ンフ ・重要語句を確認 し合 う。 ・正 しく音読 させ る。

レッ トのま とめを一人で進 ・相互に交流 しなが ら、パ ン ・語 句を とらえ .文 の構成 を

め させ る。 フ レッ トにま とめ させ る。 理解す ることのできるビン

・筆者の考 えをま とめ させ 、 ゴゲー ムをさせ る。

指導の

意見交流の場 を もつ。

・発展的 な課題 を選択 し、パ

ンフ レッ トの充異 を 目指 さ

・ワ ー ク シ ー トに 視 写 し
、 段

1

落 の要 旨をまとめる。

手立て
せ る。

学習の手引 き、 ヒン トカー ド 学習の手引き、 ヒン トカー ド

学習 の手引 き、ヒ ン トカー ビンゴゲー ム学習 シー ト
■

ド、教師作成の見本パ ンフ

レッ ト、動物 との交流 が書

かれた図書
.

動物のもっ人問を元気にする 動物のもつ人間を元気にする ビンゴゲー ムを通 し、語句や

児童の変容
力 を読 み取 り、感想 をパ ンフ

レッ トに書 くこ とがで きる。

力を読み取ったという達成感

をもち、発展課題に取 り組み

文を基に教材を読み取ること

ができるようになる。

た い とい う意欲 が高ま る。

O一 人一人の個性に着 目 し、 Q成 果を認め.学 級に戻った O学 銀ではとらえることので

指導の成果

と課題

よ り自信をもつように適切

に評価 し、自己学習力を高

めるように支橿する。

際 、 自信 をもって、肢み 深

め る こ とが で き る よ う指

導 ・助言す る。

きない個々の支援の課題を

とらえることができる。

学級でのきめ細かい指導が

可能とな る。

*人 数 岱少 な くて、質 問 しや *人 数 が少 な くて、質問 しや *分 か らない言葉が なくな

少人数学習

に対する児

童の思い

す い。

*友 達 の 考 え が 自分 と同 じ

で、 自信が もてた。

*発 展 的な課 題 を自分 のカ で

すい。

*あ せ らないで仕上 げられ

た。

*自 分の考えた重要語句が友

り、本文 が よく分か るよ う

になった。

*重 要 な語句が分か った。

*2人 で相 談 しなが らや った

やれ たので、自信が ついた。 達 と同じで、自信がっいた。 の で 、 早 くで き た 。

考察=学 級の中では、発言の少ない少人数学習集団Cの 児童が生き生きと活動することができた。

その中で、これまで気付きにくい一人一人の指導の課題が明確となった。

少人数学習集団A、Bの 児童は相互に啓発し合い、より進んで学習を進めようとする意欲をも

つことができた。
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【事例2】1単 元名 私の課題で語 り合お う一海の命一(第6学 年)

2単 元の目標 太一の成長 を読み取 り、「命」について 自分考えを深め、意見交流会 をすることができる。

3単 元の評価規準

関心 ・意欲 ・態度 読む能力 言語についての知識 ・理解 ・技能

・太一の成長や、周 りの人々の生き

方 ・考え方 をとらえる中で、「命」

について 自分の考えをもち、意見

交流会に参加 しようとしている。

・太一の成長や、それにかかわる人

物の心情や生き方 ・考え方をとら

え、「命」について自分の考えを

明確にしなが ら読んでいる。

・叙述に着 目し、語感や言葉の使

い方に関心をもってい る。

4単 元の指導計回 ・評価計画(10時 間扱い)

時

1

2

3

4

5

6

7

8

9

工o

主 な 学 習 活 動

全文を読み、初発の感想をもつ。

一番強 く心に残った事を短い言葉でまとめる。

全文を通読 し、初発の感想を整理する。

共通課題をもつ。

太一の成長を読み取り、命について考え意見交流会をしよう

各場面を音読し、手がかりとなる重要語句をとらえる。

読み取ったことを基に意見交流をする。

読み深める手がかりとなる少人数学晋集団を選択する。

「海の命」追究グループ

・「海の命 」とは何 だろ う。

・なぜ、クエの ことを生涯

だれ にも話さなかったの

だろ う。

*立 松 和平語 録集 や

「山の命 」を読 む。

・引用文 を甚 に意見交

流する。

・考えをまとめる。

「もりをうたなかった

太一」読み深めグループ

・なぜ
、太 一は クエ を う

た なか っ たの か。

・なぜ 、太 一は ほ ほえん

だん だ ろ う。

*4種 類 の ヒントカー ド

か ら読 み 深 める方 法

を選 択 す る。

・手がかりとなる重要

詰句をお さえ交流

する。

r太一の成長物語」

朗読グループ

・太一の夢って?

・自由な世界とは何?

*太 一を支える人たち

との関係をおさえ、

朗読に生かす。

・太一 とまわ りの人 と

の 関係 の言 葉 をお

さえて交流す る。

・朗読に生かす。

・他の和平作品を読む。

学習を振 り返 り、 「私の課題 で語 り合お う一 海の命一 」の発 表原稿 をま と

める。

意見交流会 をする。、

…
「私の課題で語り合おう一海の命一」

掌習活動1こ即した具体的な騨価規準

(関)初 発の感想 をま とめよ う

としている。

(読)太 一の成長を読み深め

る課題を理解する。

(関)意 見交流会への見通しを

もっている。

(知)手 がか りとなる重要語句

をおさえでいる。

(読)村 一番の漁師 になった太

一について、 自分 の考えを

もっている。

(関)友 達の考え と、 自分の考

えの相違 に気付 いている。

(読)説 み取ったことを基に自

分の意見をまとめる

(関)友 達の違った視点に気付

いている。
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5本 時の学習指導(6時 間目)

〔コ 本時のね らい 読み取った根拠を明確にして、 自分の言葉でまとめることができる。

友達 との意見交流の中で相違点に気付 くこと溺できる.

② 本時の学習 と評価

rも りをうたなかった太一」読み深めグループ

ヒン トカー ド学習方法で読み深める、交流する

主な学習活動

1.課 題 を確認す る。

2,5の 場 面を音読す るD

3,

O指 導事項

太一の成長を読み取ろう

1

礪 類のヒントカード1ヒントか ド吹き出し編

か ら自分の学習方法を決1キ

1め る
。

ヒ
ン
ト
カ
ー
ド

①

心
情
曲
線
編

②

図
表
綿

③

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
紹

④

吹
き
出
し
編

ー

置
i

昌
■ー

1

】
1
♂

「太一の成長物語」朗読グルー プ

関係図を作る、交流する、読晋活動

主な学習活動

1.課 題 を確認する。

2.全 文 を音読する。

O指 導事項

4.ヒ ン トカー ドを甚に読

み深 める。

5,交 流す る。

<2つ の評価の観点>

1(読)読 み深める根拠

となる文をおさえて考

えをまとめている。

2(関)意 見交流の中で

他の相違に気付こうと

している

太一の成長 を支 える人たちの心情 をとら

えて朗読をしよ う

3.登 場人物 と太一のかか

わ りを重要な語句 をお

さえて、関係図を作 る。

6.評 価 カー ドで学習 を振

り返'る。

3.交 流する。

4.太 一にかかわる人物の

心情 が表れ る よ う朗読

を工夫する。

5,学 習 を振 り返る。

6.他 の和平作品を読む。

o父 、母、与吉 じい

さ、クエ と太一 の関

係 をつかむ言葉 をお

さえる

l
v']蹄{學1醐

寮s'輩al

審鑓

・評価 カー ド

・和平作品読書カー ド

一「海の命∫追究グループ

♂

読書活動、根拠にする引用文の活用、交流する

主な学習活動

1.課 題 を確認す る。

「海 の命」とは何だろ う

2.立 松和平語録集や作者の他の作品を読む。

O指 導事項

O手 がかりとなる重要語句をおさえ、自分の考えをも

てる。

O自 分の考えをより伝えるために、引用文を使 うこと

ができる。

・作品か ら心に響 く文章 を抜 き出す。

・理 由を付け加 えてまとめる。

3.交 流す る。

4.「 海 の命」の全文を黙読する。

5.「 海 の命 」にっいて自分の考えの

根拠 とな る重要語句 をお さえる。

6.評 価カー ドで学習 を振 り返る。

「海
の
命

」

六
の

二

ぼ
く
は
、
初
め

て
こ
の
お
話
を
読
ん
だ
時
、
海

と

人
間
が
う
ま

く
調
和
し
て
い
る
な
と
思

っ
た
。

そ
し
て
、
「海

の
命
」
を
も

っ
と
考
え
て
み
た

い
と

思

っ
て

「私

の
課
題
」
に
し
た
.

「千
匹
に

一
匹
を
と
れ
ば

い
い
」
と
い
う
与
吉
じ

い
さ

の
生
き
方

に
感
動
し
た
。

こ
の
言
葉
は

「豊

沃
な
海
対
馬
」
に
も

で
て
き

て
、
豊

か
な
海

の
証

し
だ
と
思
う
。

太

一
は
与
吉

じ
い
さ

に
教
え
ら
れ
た

「千
匹
に

一
匹
で
い
い
ん
だ
.」
と
い
う
言
葉
に
よ

っ
て
無
だ

に
魚
を
と
ら
な
か

っ
た
。
そ
れ
で
最
徒
に
大
魚
を

殺
さ
ず

に
す
ん
だ
。
樺

の
命

と
は
、
海
に
生
き

る

す
ぺ
て
の
生
き
物
を
さ
し
、
僕
た
ち
が
生
き

て
い

く
歯

の
メ

ッ
セ
ー
ジ
だ
と
思
う
。

私

の
課
題

11
海

の
命

っ
て
何

だ

ろ
う

、

考

え

の
根

拠

の
キ

ー

ワ
ー

ド

ー1
干

匹

に

一
匹
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6児 童の変容と指導の成果と課題

r鵬命」脚 レプ もり酌働 り駄一諭 鋤 グループ r太一の臓 物語」朗読グルづ

・ 何をどの ように学習 していくかを児童に十分理解 させた上で、読み深 めるテ
一マを確認 させ、共通す る学習課題 ごとに少人数学習集団を選択 させた。

学習集団の特性 O初 発 の感想でテーマ に O物 語を読む ことに興味O初 発の感想が感性 に富

迫 るよ うな 読 み取 りが は あるが深 く読み 取 り んでいるが本文の言葉

できている児童 が必要な児童 にこだわらない児童

指導の手立て
・和平語録や他の作品と比 ・ヒン トカー ドを使 い なが ・朗読 を 目的 と して、太 一

較読み させて 自分の課 ら学習方法 を選択 させ の人物像に迫 らせ てい

題に迫 らせ ていった。 てい った。 っ た 。

児童の変容

・自分の課題 に十分 に時間

を かけて読 み 深 め る こ

とで、生 き生 きと学習を

持続する ことができた。

・読み取った人物像 をまと

め、 自信 をもって発表で

きるよ うになった。

・物語の人物像 を会話や

行 動 か ら説 明で きる よ

うになった。
・朗読 に自信 をもつ こ と

ができた。

・意見交流す る ときは、 ・学習方法に よって作業 ・発表す る児童 と聞 き手

根拠となる文や語句を 時間に差 がある。 交流 回る児童 が固定化す る

示 し、意見 を述べ合 う する時間を確保するこ 傾 向がある。

必要がある。 とが課題である。

指導の成果と課題 → どの児童に も発表 の

→対象 となる語録集や → 一人 一人 の学 習 状 況 機会を与え、適切に評価

他 の作 品を共有できる を分析 し、的確 に助言す し、自信をもたせる必要

よう配慮す る。 る 。 が ある。

・自分の課題解決に向けて ・読み深め る途中で、友達 ・教師 の助 言 に よって 、 自

少人数学習に対す

る児童の思い

時 間を使 うこ とが で き

るので、 じっくり教材 を

読み、考えをま とめるこ

とができた。

同士で相談できるため、

自分の考 えを確認 し、学

習 を進 め る こ とボ で き

た。

信 を もっ て 自分 の意 見

や 考 えを発 表す る こ と

ができた。
'

考察:

初発の感想から共通課題を設定し、児童一人一入が読み深める万法を選択することは自己学習力の育

成につながる。特に物語文の読みにおいては、個《～の主人公への思いを生かし、自ら読み深める主題を

とらえる力を育てたいと考える。

本事例では太一の成長を読み取り、その読み取ったことに対する感想を 「意見発表する力」に高める

指導をした。その結果、学級での指導に比べ、少人数学習集団においては発表する機会が増え、十分に

意見交流をすることができた。

各コースの特性や学習状況によって、支援の内容が異なり指導助言に差が出た。複数の教員同士で十

分に児童の変容をとらえ、きめ細かい指導方法の改善 ・工夫が必要である。
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V

1

研究 の ま とめ

研究の成果として

本研 究では、下記に示 した点に留意 して少人数学習集団を編成 し、一人一入の自己学習力を育てる

よう努めるとともに、それぞれの集団内で相互交流を十分に行って 「伝 え合 うカ」を培いながら 「学

習集団」としての機能を発揮できるよう努 めた。 こうした学習活動を工夫することで、児童は、各少

人数学習集団内で自信をもち、進んで 「読む こと」の学習に取 り組 もうとす る学習意欲を高めること

ができた。

このことは、「読むこと」の基礎 ・基本の定着を図ることを一層推進 し、また、読書に意欲的に取

り組も うとする姿勢を培 うことができるものと考える。

本研究
の工夫

{1)学 習の進度や課題

に配慮 した少人数学

習集団の編成

② 学習活動に即 した

評価親準の具現化

'

〈研究の成県〉

③ 少人鼓学習集団内

での工夫

阻 幸学習への能 嚇 こと」へ 憲 棚 個に応
じた指導の改善 ・工夫'

華 の 意 欲 琢 一 集,=r.

団・自分 のペ ース で学習 でき る。 と

'灘 岬 こ対して有効に騨 ヒ
<

9

・評価規準が設定 しやすく
、学習状況の

獅
把握が容易である。

・同 じ目的をもつ児童が集 まっているの

・小集団なのでたくさん発表ができる。 の で指導方法を工夫 しやすい。

・質問や相談が しやすい。 成
・学習の成果や課題を確認できる。 長

・一人一人の学習状況 に応 じた個別指導

ができる。

1統む二との基纏 縦 着.鳶 翻 青威 磯 講 難 磐1

2今 後の課題と して

〔1)複 数の教師による教材研究 と学習状況の情報交換
一っの少人数学習集団の特性 を最大限に生かすためには

、複数の教師の教材研究と児童の学習

状況に関す る情報交換力吹 かせない。授業後の打ち合わせ と整理 ・分析の機会を充実させ ること

が重要である。

② 多様な学習状況をとらえた少人数学習集団編成

本研究では、「学習進度」 と 「学習課題」に対応 した少人数学習集団を編成 したが、児童の学

習状況は極めて多様である。単元や教材、児童の特性によって編成の仕方を工夫する必要がある。

③ 学校全体の時間割編成の工夫
一っの学校内で少人数学習案団を編成 した指導を行 うためには

、学校全体の時間割編成 を工夫

する必要がある。また、編成 した時間割を適切に進行管理す ることが大切である。

㈲ 学級の 「学習集団」としての機能向上

児童は、所属す る集団の中でその持ち味を発揮できるものである。編成 した集団の集団として

の質を高めるよう努めるとともに、よ り一層、学級の 「学習集団」 としての機能を高める努力が

必要である。

㈲ 読むことの意欲の高まりを読書活動へ

少人数学習集団による 「読むこと」の指導により高まった読みへの意欲 を、日常的な読書活動

につないでいくことが大切である。発展的な読書の場を適切に設定 していく必要がある。
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